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人道的国際奉仕活動
放置自転車プロジェクト＠タイ
2013.08.01

プロジェクト名　　：『日本の放置自転車をタイの恵まれない学生に』

プロジェクト実施国：タイ国パヤオ県及びチェンライ県
プロジェクト責任者：タイ国3350地区

背景：

タイでは多くの貧困家庭の学生や生徒が炎天下、遠距離徒歩通学を強いられている。　2003年タイ国の唯一、日本語を公式語とするスリウォンRCが中心となり、日本の放置自転車をこれら学生に貸与するという社会奉仕プロジェクトを企画、日本の（財）自転車駐車場整備センターと交渉の結果、同財団の放置自転車海外リサイクル事業の一環として協力を得られることとなった（同センターが放置自転車を分解した状態で、3年間にわたりタイへ出荷。　日本国内全経費、船積み運賃を全て負担）。　またタイにおいては、タイ政府の理解と協力を得て、無税通関での輸入が可能となった。　当該プロジェクトは、タイ-日本の両国の様々なクラブの理解、協力を得る必要性、またプロジェクトの人道的意義を踏まえ、2004年度には、3350地区の公式プロジェクトとされ、現在に至る。

プロジェクト概要：

1.（財）自転車駐車場整備センターでは、年間10～12回放置自転車を2コンテナー（460台）出荷する

2. タイ国内では、この460台を原則一つの県を対象とし、県内の学校へ寄贈する。

寄贈台数は、学校の規模に応じて10～30台とする。　学校は、学生に貸与。

3. 通関、贈呈県・学校の選定、自転車の組み立て、タイ国内輸送手配は、タイ国のロータリークラブが担当

4.　輸入通関経費（輸入税は無税扱い）、国内輸送費、組み立て作業費は日本のロータリークラブが経済協力

プロジェクト広報：

贈呈式は2013年9月30日（月）パヤオにて現地にてとり行い、贈呈自転車には協力クラブ名入りロータリーのラベルを貼付。
日本ロータリークラブのプロジェクト資金：

100,000バーツ（約31.5万円）…1回（460台分）

プロジェクトの意義：

自転車贈呈1回（460台）の日本側支援金は約31.5万円であるが、これにより贈呈できる自転車の価値は少なくとも約250万円である。　このような大型プロジェクトが僅かな資金で可能となるのは、（財）自転車駐車場整備センターの無償協力、タイ政府のプロジェクトへの理解による輸入税、消費税の免除措置、現地ロータリークラブの無償奉仕による。　さらに、中古自転車とはいえども、日本の高品質で乗り心地の良い日本製自転車は大変喜ばれ、国際親善、自立支援、さらには両国のロータリーの理解と親睦をはかるものである。

（文責：宮里/RID2660 財団補助金小委員会）

